
※44ページ、45ページに一
いっ

時
とき

集合場所などの説明があるので見てみよう。
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地
ち

域
い き

防
ぼ う

災
さ い

マ ッ プ を

❶自
じ

宅
たく

を真
ま

ん中
なか

に書く。（地図を使ってもよい。）
❷目印になる学校や大きな建物、道路を書く。
❸一

い っ

時
と き

集合場所を書く。
❹危険が予想される場所には、吹

ふ

き出しで具体的に書き
込
こ

む。
▼

　マップができたら、それを見ながら家の人と避
ひ

難
なん

の方
法について話し合っておきましょう。

▶とくに危険なところをチェック！◀

・急な斜
しゃ

面
めん

、
 がけのある場所

・看
かん

板
ばん

や電柱の
 あるところ

・ブロック塀
べい

、
 レンガ塀の
 ある所

・大きなガラス窓
まど

や
 ショ－ウィンドウ

・工事中の場所の
 近く

・車の多い
 大通り

・海や川の近く

作り方のポイント

　大地震が発生すると、建物の倒
とう

壊
かい

や火
か

災
さい

が起きる可
か

能
のう

性
せい

があります。自分の通学路や
近所の危

き

険
けん

な場所を考えて、地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

マップを作り、災害に備
そな

えましょう。
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のりしろ

作 っ て み よ う

作ったマップをはっておこう

・大きなガラス窓
まど

や
 ショ－ウィンドウ

特

自宅

避難場所
○○公園

給水所

避難所

一時集合場所

大きなガラス窓や
ショーウィンドウ

いっとき

ひ なん

ひ なん

トイレ

地下鉄
◯◯駅

地下鉄
◯◯駅

街
店
商

○○
小学校

消防署 バス停

バス停

ブロック塀ブロック塀

工事中の所工事中の所

○○駅

●
○○
中学校

車
の
多
い
大
通
り

車
の
多
い
大
通
り

☆警察署・交番

●コンビニエンスストア

警察署・交番

★避難場所

★トイレ

●避難所

●給水所

ひ  なん ひ   なん

総
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地震が発生したら、　　

　大
だい

災
さい

害
がい

が起きると、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や問合せなどで電話がつながりにくくなります。
　NTT の災害用伝言ダイヤル（１７１）で、家族間の安否確認ができます。

　各地のゆれの到
とう

達
たつ

時
じ

刻
こく

や震
しん

度
ど

を予
よ

測
そく

し、
大きなゆれがくる前に知らせるシステム
です。最大震度が５弱以上と推

すい

定
てい

される
場合に、震度４以上のゆれが予測される
地
ち

域
いき

に対して発表されます。テレビやラ
ジオ、学校や施

し

設
せつ

の館内放送などで入手
できます。

体験できます！家族で利用してみよう。
【体験サービス期間】

・毎月1日・15日
・正月三が日（1月1日から1月3日まで）
・防災週間（8月30日から9月5日まで）
・防災とボランティア週間（1月15日から1月21日まで）
　※詳

しょう

細
さい

は、各電話会社のホームページで確認してください。

緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

が出ます

つながらない！ かからない！ に備えましょう

　大地震が発生したときは、正しい情報を集めることが大切です。日ごろから、
いざというときに備

そな

えて、どのように情報を集めるか知っておくことが大切です。

携
けい

帯
たい

電話各社の「災害用伝言

板」で安否を登録確認するこ

とができます（震度６弱以上

の場合）。

「災害用伝言ダイヤル」の使い方　災害時には電話がかかりにくい
   家族の安否確認は、NTT 災害用伝言ダイヤル「171」を利用しよう。

後は、ガイダンスが流れますので、落ち着いて録音・再生をしてください。

伝言の録音

 ① 「１７１」にダイヤル

 ② 録音の場合「１」を押す。

 ③  自宅の電話番号を市外局番 
からダイヤルする。

（XXX）XXX-XXXX

伝言の再
さい

生
せい

 ① 「１７１」にダイヤル

 ② 再生の場合「２」を押す。

 ③  自宅の電話番号を市外局番 
からダイヤルする。

（XXX）XXX-XXXX
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正しい情
じ ょ う

報
ほ う

を集めよう

●地震が起こると、テレビ
は新しい情報を映

えい

像
ぞう

とと
もに次々と送ってきます。

●テレビが見られなかったり、インター
ネットがつながらなかったりするこ
ともあります。ラジオなら、ほぼ受
信することができます。また、避

ひ

難
なん

する途中でも聞くことができます。

情報があふれる時代だからこそ正
せい

確
かく

な情報を知ることが自分の安全につながります。
▶注意！　信頼できない情報やあいまいな情報が流れることがあります◀

▶信
しん

頼
らい

のできる情報を集めましょう◀

●携
けい

帯
たい

電話でも災害
情報が流れます。

●インタ－ネットは、世界中の情報を
知ることができます。地震が起きたら、
報
ほう

道
どう

機関や気
き

象
しょう

庁
ちょう

、鉄道などの公共機
関のホームページを確認してみましょう。

社

大きなゆれがおさまったら、情報を集めましょう

　東日本大
だい

震
しん

災
さい

により、千葉県市
いち

原
はら

市にある石油会社の千葉製
せい

油
ゆ

所
じょ

で火災が起きまし
た。その時、「有害物

ぶっ

質
しつ

が雨などといっしょに降
ふ

るので注意」などと人々の恐
きょう

怖
ふ

をあお
るような情報が、電子メールやインターネットの掲

けい

示
じ

板
ばん

で広まりました。情報元を
「厚

こう

生
せい

労働省」としているものまであり、千葉県や石油会社、厚生労働省などは注意を
呼びかけました。
　インターネットが普

ふ

及
きゅう

している現代では、あいまいな情報やうわさがあっという間
に広がります。
　あやしい情報にふりまわされたり、それを広めたりしないようにしましょう。

うわさやあいまいな情報に、注意しましょう
防
ぼう

災
さい

トピック

特

●災害対
たい

応
おう

型
がた

自
じ

動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

は、地
震や洪水などの大規模災害時
に、中の飲料を無

む

償
しょう

で提供し
ます。電光掲

けい

示
じ

板
ばん

がついてお
り、災害情報が流れるタイプ
のものもあります。
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その時、東日本大
だい

震
しん

災
さい

はどう伝えられたのか  
　巨

きょ

大
だい

地
じ

震
しん

に襲
おそ

われた各被災地では、新聞などを発行することが困
こん

難
なん

に
なりました。その中で、何とか被災地の人々に情報を伝えようと必死の努
力が続けられました。その一つ、石

いしの

巻
まき

日
ひ

日
び

新聞の奮
ふん

闘
とう

を紹
しょう

介
かい

します。

　ふだんは当たり前に得ることができた情報が、ある日突
とつ

然
ぜん

手に入らなくなったら・・・。
　東日本大

だい

震
しん

災
さい

で、被災した宮城県石巻市の石巻日日新聞社は、平成23年3月12日から
6日間にわたり、手書きでかべ新聞を発行し、避

ひ

難
なん

所やコンビニエンスストアに張
は

り出し
ました。情報が不足すれば、被災者の不安はつのります。避

ひ

難
なん

所の人々を支えるために、石
巻日日新聞の記者たちは、行

ゆく

方
え

不明の仲間の安
あん

否
ぴ

を気にかけながら、必死で情報を集めました。
  記者たちが水浸

びた

しになりながら取材したメモや、携
けい

帯
たい

電話のテレビのニュースから得た
情報をまとめ、懐

かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

などの明かりを頼
たよ

りに、三色ペンで色分けして書いたのが、平成
23年3月12日に出されたかべ新聞です。このかべ新聞第1号には、「日本最大級の地震・

大津
つ

波
なみ

」「正確な情報で行動を！」など
の見出しが見られ、12日現在の石巻
市の被

ひ

害
がい

状況も掲
けい

載
さい

されています。
　こうした記者たちの努力が評価さ
れ、このかべ新聞は、アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

のワシントン市にあるニュース博
物館「ニュージアム」に展

てん

示
じ

され、永
えい

久
きゅう

保
ほ

存
ぞん

されることになりました。

　東日本大
だい

震
しん

災
さい

の翌
よく

日
じつ

、イギリスの
新聞、インディペンデント・オン・サ
ンデーは１面トップで、日の丸の中
に日本語で「がんばれ、日本。がん
ばれ、東北。」と報道。被災地に応援
メッセージを送りました。

被
ひ

災
さい

地
ち

では

避
ひ

難
な ん

所
じ ょ

の支
さ さ

え　～手書きのかべ新聞～

イギリスの新聞が、
日本語で応

おう

援
えん

メッセージ

防
ぼう

災
さい

トピック
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～情
じょう

報
ほう

について考えよう～
　私たちは、毎日たくさんの情報に囲まれて生活しています。東日本大

だい

震
しん

災
さい

では、被災地の状
じょう

況
きょう

をさまざまな情報源
げん

から得ることができました。東
日本大

だい

震
しん

災
さい

を扱
あつか

った新聞でも、記事の書き方が異
こと

なります。それぞれがど
のようなことを伝えようとしているか、考えてみましょう。

総社国

東京では

平成23年3月12日（土）の新聞の見出し

●東京新聞 ●日本経済新聞

●朝日新聞

●読売新聞

●産経新聞

●毎日新聞
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［文
ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

　平成23年（2011）8月臨
りん

時
じ

増
ぞう

刊
かん

号
ごう

「つなみ」被
ひ

災
さい

地のこども80人の作文集から］　　　　　　　　　「つなみ」には八幡さんの作品の他にも、被災地の子供たちの作文と絵が掲
けい

載
さい

されています。

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
上
ま
で
走
っ
て
に
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
に
げ
る
と
中
に

つ
な
み
を
見
ま
し
た
。
家
か
ら
家
と
火
が
わ
た
っ
て
つ
い
に
、
海
に
ま
で
火
が
つ
い
て

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
つ
な
み
を
見
て
い
て
そ
し
て
、
だ
れ
か
が
、

 

「
山
に
火
が
つ
い
て
い
る
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
、
ま
た
も
ど
っ
て
体
育
館
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
に
や
っ
と
パ
パ
に
会
え
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

夜
が
明
け
て
わ
た
し
の
だ
い
じ
な
、
お
薬
を
と
り
に
、
も
り
お
か
に
行
き
ま
し
た
。
夜
、

ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
パ
パ
の
お
友
達
の
家
に
３
日
と

ま
っ
て
、
今
い
る
か
っ
し
小
学
校
に
ひ
な
ん
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
日
か
す
る
と
、

学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
始
業
式
の
時
に
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
お
友
達
と
会
え
ま
し
た
。

今
、
学
校
は
、
山
田
の
青
少
年
の
家
に
か
よ
っ
て
い
ま
す
。
二
、 

三
カ
月
後
に
は
、
北

小
学
校
に
行
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
は
、
ま
だ
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
ら
ず
見
つ
け
て
、
三
人
で
仲
良
く

く
ら
し
た
い
で
す
。

　

み
ん
な

　
　
　

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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お
母
さ
ん
を
か
な
ら
ず
見
つ
け
ま
す

岩
手
県
上か
み

閉へ

伊い

郡
大お
お

槌つ
ち

町　

大
槌
小
学
校
五
年　

八や

幡は
た

千ち

代よ

［文
ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

　平成23年（2011）8月臨
りん

時
じ

増
ぞう

刊
かん

号
ごう

「つなみ」被
ひ

災
さい

地のこども80人の作文集から］　　　　　　　　　「つなみ」には八幡さんの作品の他にも、被災地の子供たちの作文と絵が掲
けい

載
さい

されています。

　

つ
な
み
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月
十
一
日
、
つ
な
み
の
サ
イ
レ
ン
が
な
っ
た
。
そ
の
時
、
わ
た
し
た
ち
は
、
大
槌

小
学
校
に
い
ま
し
た
。
じ
し
ん
が
起
き
て
、
み
ん
な
す
ぐ
つ
く
え
に
か
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
わ
た
し
は
、
も
う
、
な
み
だ
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ほ
う
送
が
な
が
れ
て
、

 

「
静
か
に
、
校
庭
に
ひ
な
ん
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
う
放
送
が
な
が
れ
て
、
わ
た
し
は
泣
き
な
が
ら
友
達
と
校
庭
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
先
生
た
ち
は
、
会
議
が
始
ま
り
わ
た
し
た
ち
は
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。
よ
く
見

る
と
、
低
学
年
の
人
た
ち
は
あ
ま
り
泣
い
て
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、

つ
な
み
と
い
う
こ
わ
さ
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
し
ろ
山
体

育
館
の
広
場
に
集
ま
っ
て
い
た
ら
、

 

「
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
。」

と
言
う
地
鳴
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
の
時
つ
な
み
が
土
け
む
り
を
ま
い
上
げ
お
そ
っ
て

道


